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創 出 に つ い て  
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  「 多 摩 都 市 モ ノ レ ー ル 延 伸 を 契 機 と し た

瑞 穂 町 ま ち づ く り 基 本 計 画 」 で は 、 箱 根 ケ 崎

駅 西 公 有 地 活 用 プ ロ ジ ェ ク ト （ Ｏ Ｈ Ａ Ｋ Ｏ プ

ロ ジ ェ ク ト ） を 踏 ま え 、 Ｎ ｏ ． ７ 駅 周 辺 の 将

来 的 な 土 地 利 用 を 検 討 す る と し て い る 。 こ の

プ ロ ジ ェ ク ト は 、 町 民 主 体 の 取 り 組 み と し て

注 目 さ れ て お り 、 に ぎ わ い 創 出 や 創 業 支 援 の

面 で 一 定 の 成 果 を 上 げ て い る が 、 今 後 の 持 続

的 な 運 営 に は 改 善 も 必 要 で あ る と 考 え る 。 今

後 の 展 望 や 課 題 へ の 対 応 に つ い て 所 見 を 伺 う 。 


